
 

 

 

 

 

 

 
報道関係者 各位 
  

～ 群馬労働局として初の取り組み ～ 

全国安全週間にライトアップを実施します 
 

群馬労働局（局長 上野
う え の

 康
やす

博
ひろ

）では、安全意識の高揚と安全活動の定着を図るため、

第 98回全国安全週間（令和７年７月１日（火）から７日（月））に、群馬県及び前橋市

のご協力により 

「群馬県庁 昭和庁舎」「日本トーター グリーンドーム前橋」「臨江閣」 

のライトアップを実施します。 

令和６年に群馬労働局管内で発生した休業４日以上の死傷者数（新型コロナウイルス

感染症を除く）は 2,646人（前年同期比＋50人）と５年連続で増加しており、このうち

死亡者数は 16人（前年同期比－１人）に及んでいます。 

労働災害が増加傾向にある中、「第 14次労働災害防止５か年計画」の中間年である本

年は、第 98回目を迎える全国安全週間において、全国安全週間の始まりと同時に使用さ

れるようになった緑十字の緑色にライトアップすることで、さらなる安全意識の高揚と

安全活動の定着を図り、「第 14次労働災害防止５か年計画」の目標の１つである「労働

災害の減少への転換」の実現を目指すものです。 

 
１ 群馬県庁 昭和庁舎（前橋市大手町一丁目１－１） 

 

   ライトアップ期間：令和７年７月１日（火）から４日（金） 

７月６日（日）から７日（月） 

   ライトアップ時間：日没から午後 10時頃まで 

 

 

２ 日本トーター グリーンドーム前橋（前橋市岩神町一丁目２-１） 

 

ライトアップ期間：令和７年７月１日（火）から７日（月） 

   ライトアップ時間：日没から午後 10時頃まで 

 

 

３ 臨江閣（前橋市大手町三丁目 15） 

 

ライトアップ期間：令和７年７月１日（火）から７日（月） 

   ライトアップ時間：日没から午後 10時頃まで 
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　　グラフ１　年別労働災害発生状況（休業４日以上の死傷及び死亡災害）

注）

　　これを除いた数でも、増加傾向にあります。）

群馬県内の労働災害の推移

　　　グラフは、「労働者死傷病報告」注から、平成５年以降の群馬労働局管内で発生した

　　休業４日以上の労働災害及び死亡災害の状況をまとめたものです。

　　　死傷者数は、長期的には減少傾向にあるものの、平成21年以降、横ばいから増加傾向

　　です。（令和２年以降は、新型コロナウイルス感染症の発生に伴い、急増していますが、

　【主な出来事】

　　　　平成21年　：リーマンショック　　　　　　平成23年　：東日本大震災

　　　　平成26年　：関東豪雪　　　　　　　　　　令和２年　：八ッ場ダム完成　　　　　　

　　　　令和２年～：新型コロナウイルス禍　　　　　　

　　　一方、死亡災害は令和４年に過去最少となりました。

　労働者死傷病報告は、労働者が労働災害又は事業場内若しくは附属建設物内におい

て、負傷、窒息又は急性中毒により死亡し、又は休業したとき、遅滞なく所轄労働基

準監督署長あて提出しなければならない。（労働安全衛生法第100条）

　※新型コロナウイルス感染症に伴う感染数を除く。
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緑十字マークについて 

 

 

 昭和３年（1928 年）、全国安全週間の始まりと同時に、この週間のシンボルマーク

として使用されるようになったものである。十字は外国では仁愛を意味し、東洋では

福徳の集まるところを意味する。緑とするのは制定当時は米国のＮＳＣ（全米安全会

議）が青地に白十字を使っており、また日本では赤十字と結核予防会のマークとして

白十字があるからというものであった（なお米国ＮＳＣも 1947 年に緑十字に変更、

日本と同じマークになった）。制定は、大正８年労働災害防止の社会的関心が次第に

高まった時期に、関係者によって安全週間実施計画が立てられたときに蒲生俊文氏の

案が採用され、一部実施されていた。昭和２年 10 月２日、１道３府 21 県連合工場安

全監督主任会議（内務省社会局主催）で公に承認されたものである。 

  

（「労働省安全課編 安全用語辞典 中央労働災害防止協会」より） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

白地に緑十字を中央に配している安全旗 
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